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美術新聞

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

��� （昭和５１年６月７日第三種郵便物認可）

全
国
大
学
書
写
書
道
教
育
学
会

は
昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
）

の
創
設
（
初
代
久
米
公
理
事
長
）

で
、
当
初
か
ら
教
員
免
許
法
の
改

正
運
動
に
熱
心
に
取
り
組
み
、
改

正
が
実
現
し
て
平
成
二
年
（
一
九

九
〇
）
四
月
の
新
年
度
の
入
学
生

か
ら
、
小
学
校
と
中
学
校
国
語
の

教
員
免
許
取
得
に
「
書
写
」
関
連

の
単
位
取
得
が
義
務
づ
け
ら
れ
た

の
を
受
け
て
、
当
時
の
教
職
課
程

向
け
の
テ
キ
ス
ト『
書
写
指
導（
小

学
校
編
）』、『
同
（
中
学
校
編
）』

（
い
ず
れ
も
萱
原
書
房
版
）
を
編

ん
で
上
梓
。
以
後
の
学
校
教
育
に

お
け
る
「
書
写
」
指
導
の
充
実
、

指
導
力
向
上
に
、
大
き
く
貢
献
し

て
き
た
。

同
テ
キ
ス
ト
は
そ
の
後
、
何
度

か
の
改
訂
を
経
て
、
平
成
十
五
年

（
二
〇
〇
三
）
に
は
学
習
指
導
要

領
の
改
訂
に
対
応
す
る
と
と
も

に
、
内
容
を
精
選
し
て
小
・
中
学

校
用
を
一
冊
に
ま
と
め
た
『
新
編

・
書
写
指
導
』
を
、
さ
ら
に
平
成

二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
に
は
同

じ
く
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
対

応
し
た
『
明
解
・
書
写
教
育
』
を

上
梓
し
て
、今
日
に
至
っ
て
い
る
。

そ
し
て
こ
う
し
た
過
去
三
〇
年

に
わ
た
る
知
見
と
情
報
の
蓄
積
を

背
景
に
同
学
会
が
今
回
、
児
童
・

生
徒
の
学
習
環
境
や
日
常
生
活
に

お
け
る
文
字
環
境
の
急
激
な
変
化

に
対
応
す
る
狙
い
で
総
力
を
結
集

し
て
全
面
改
訂
に
取
り
組
ん
だ
成

果
が
新
テ
キ
ス
ト
で
、
こ
の
た
め

ほ
ぼ
完
成
を
み
た
新
テ
キ
ス
ト
に

目
を
通
す
と
、
旧
版
を
踏
襲
し
た

部
分
は
一
、
二
割
あ
る
か
な
い
か

と
も
感
じ
る
ほ
ど
に
�
大
刷
新
�

の
、斬
新
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

本
号
で
は
、そ
の
制
作
中
の「
新

刊
案
内
」
チ
ラ
シ
の
一
部
と
総
目

次
で
内
容
の
�
第
一
報
�
を
お
届

け
す
る
こ
と
に
し
た
が
、
関
係
方

面
に
関
心
の
高
い「
水
書
用
筆
等
」

に
触
れ
た
部
分
は
、
以
下
に
抄
録

し
て
お
読
み
頂
く
こ
と
に
し
た
。

な
お
、
同
学
会
で
は
本
書
を
、

単
な
る
教
員
養
成
用
の
テ
キ
ス
ト

に
留
ま
ら
ず
、
社
会
教
育
を
含
む

広
く
文
字
を
手
書
き
す
る
こ
と
の

指
導
や
実
践
の
現
場
に
役
立
て
て

欲
し
い
と
し
て
お
り
、
こ
の
た
め

引
き
続
き
版
元
を
引
き
受
け
た
萱

原
書
房
も
、Ｂ
５
判
一
一
二
頁（
中

綴
じ
製
本
）
、
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
の

新
版
の
定
価
を
一
、
〇
〇
〇
円
＋

税
（
三
〇
年
前
の
初
版
は
Ｂ
５
判

一
二
八
頁
、
九
〇
〇
円
）
で
発
売

す
る
方
針
を
固
め
て
い
る
。

『
国
語
科
書
写
の
理
論
と
実
践
』

に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
、
注
文
等

は
、
�
〇
三
―
三
四
六
二
―
五
二

五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三
―
三
四
六
四

―
八
五
二
一
の
萱
原
書
房
へ
。

�
本
書
か
ら
�

水
書
用
筆
等

�
ど
の
よ
う
な
も
の
を
ど

の
よ
う
に
使
う
の
か
�

「
水
書
用
筆
等
」
と
は
、
必
ず

し
も
特
定
の
筆
記
具
を
指
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。
第
１
学
年
及

び
第
２
学
年
児
童
の
手
指
の
大
き

さ
や
運
動
能
力
に
鑑
み
、
ま
た
硬

筆
と
同
様
に
使
用
す
る
こ
と
を
前

提
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
軸
の

長
さ
は
鉛
筆
と
同
等
、
軸
の
太
さ

は
鉛
筆
と
同
等
か
や
や
太
め
、
筆

毛
は
小
筆
よ
り
も
短
く
、
弾
力
性

の
あ
る
穂
を
持
つ
筆
記
具
が
適
切

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
穂
は
根

元
ま
で
全
て
お
ろ
し
て
使
用
で

き
、
低
学
年
の
児
童
に
と
っ
て
扱

い
が
簡
便
で
あ
る
も
の
が
よ
い
。

持
ち
方
は
、
鉛
筆
と
同
様
で
あ

る
必
要
が
あ
る
。「
水
書
用
筆
等
」

の
「
等
」
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
解
釈
が
可
能
で
あ
る
が
、
安

易
に
扱
い
の
難
し
い
小
筆
を
用
い

な
い
よ
う
に
し
た
い
。

従
来
も
、
指
を
使
っ
て
運
筆
や

筆
圧
を
確
か
め
る
学
習
活
動
が
行

わ
れ
て
き
た
が
、
「
水
書
用
筆
」

は
そ
れ
を
発
展
さ
せ
た
学
習
具
・

学
習
法
と
考
え
ら
れ
る
。
小
学
校

低
学
年
段
階
で
の
鉛
筆
の
正
し
い

持
ち
方
や
、
硬
筆
の
運
筆
法
を
阻

害
せ
ず
に
、
硬
筆
の
運
筆
能
力
の

向
上
に
直
接
的
に
還
元
さ
れ
る
よ

う
配
慮
し
た
い
。

執

筆

者

一

覧

押
木
秀
樹
（
上
越
教
育
大
教
授
）

樋
口
咲
子
（
千
葉
大
教
授
）

松
本
仁
志
（
広
島
大
教
授
）

加
藤
泰
弘
（
東
京
学
芸
大
教
授
）

青
山
浩
之
（
横
浜
国
立
大
教
授
）

小
林
比
出
代
（
信
州
大
教
授
）

斎
木
久
美
（
茨
城
大
教
授
）

杉
崎
哲
子
（
静
岡
大
教
授
）

豊
橋
和
士
（
文
教
大
教
授
）

広
瀬
裕
之
（
武
蔵
野
大
教
授
）

（
以
上
編
集
・
執
筆
者
）

宮
沢
正
明
（
山
梨
大
特
任
教
授
）

滝
口
雅
弘
（
前
静
岡
大
講
師
）

荒
井
一
浩
（
東
京
学
芸
大
付
高
教

諭
）

草
津
祐
介
（
都
留
文
科
大
特
任
准

教
授
）

清
水
文
博
（
新
潟
大
専
任
講
師
）

杉
山
勇
人（
鎌
倉
女
子
大
准
教
授
）

鈴
木
慶
子
（
長
崎
大
教
授
）

芹
沢
麻
美
子（
千
葉
大
付
小
講
師
）

津
村
幸
恵
（
千
葉
大
講
師
）

西
野
暁
子
（
千
葉
市
立
千
草
台
東

小
教
諭
）

平
田
光
彦
（
武
庫
川
女
子
大
准
教

授
）

藤
井
浩
治（
市
立
御
調
西
小
校
長
）

本
田
容
子
（
盛
岡
大
准
教
授
）

松
本
貴
子
（
大
東
文
化
大
講
師
）

柳
沢
も
も
子
（
世
田
谷
総
合
高
講

師
）

山
澄
智
英
（
市
立
領
家
中
教
諭
）

和
田
圭
壮
（
福
岡
教
育
大
教
授
）

（
以
上
執
筆
者
）

文
科
省
に
よ
る
小
・
中
学
校
用
の
「
二
〇
二
〇
年
版
学
習
指
導
要
領
」
の
告
示
を
受
け
て
全
国
大
学

書
写
書
道
教
育
学
会
（
押
木
秀
樹
理
事
長
）
が
一
年
が
か
り
で
編
集
・
執
筆
作
業
を
進
め
て
き
た
、
教

員
養
成
系
の
大
学
・
学
部
等
で
学
ぶ
教
員
志
望
の
学
生
を
主
対
象
と
す
る
、
旧
版
の
『
明
解
・
書
写
教

育
』
を
全
面
改
訂
し
た
新
テ
キ
ス
ト
『
国
語
科
書
写
の
理
論
と
実
践
』
が
ほ
ぼ
完
成
し
、
来
年
一
月
中

ば
に
は
版
元
の
萱
原
書
房
か
ら
発
売
の
見
通
し
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
萱
原
書
房
で
は
、
同
書
の

広
報
用
の
「
新
刊
案
内
」
の
チ
ラ
シ
の
制
作
を
急
い
で
お
り
、
近
く
全
国
の
各
大
学
や
教
委
そ
の
他
、

関
係
方
面
に
広
く
配
布
す
る
方
針
で
準
備
を
進
め
て
い
る
。（
８
・
９
面
に
関
連
記
事
）

�
『
国
語
科
書
写
の
理
論
と
実
践
』
表
紙

チ
ラ
シ
表
紙
�

過
日
、本
社
の《
書

統
》
の
支
部
長
ら
を

集
め
た
勉
強
会
が
あ

り
、
例
年
通
り
宮
沢

正
明
先
生
に
ご
講
演

を
頂
い
た
の
だ
が
、

日
々
子
供
た
ち
を
直

接
指
導
す
る
立
場
の
支
部
長
ら
の

目
下
の
関
心
事
は
や
は
り
「
水
書

用
筆
等
」
の
よ
う
で
、
質
問
も
多

か
っ
た
▼
も
ち
ろ
ん
宮
沢
先
生

も
、
「
三
学
年
か
ら
始
ま
る
毛
筆

を
使
用
す
る
書
写
の
学
習
の
先
取

り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
「
持
ち
方

は
鉛
筆
と
同
じ
で
す
」「
水
筆
で
、

指
先
や
手
の
柔
軟
な
運
動
を
体
感

さ
せ
る
こ
と
が
目
的
な
の
で
す
」

な
ど
と
縷
々
ご
説
明
下
さ
っ
て
い

た
が
、
書
塾
で
は
一
、
二
年
生
も

既
に
毛
筆
で
書
く
こ
と
に
慣
れ
て

い
る
だ
け
に
、
「
水
筆
は
鉛
筆
持

ち
よ
」な
ど
と
言
い
聞
か
せ
て
も
、

な
か
な
か
分
か
っ
て
も
ら
え
な
い

と
い
う
悩
み
も
聞
か
れ
た
▼
書
写

書
道
学
会
編
の
新
テ
キ
ス
ト
で

も
、
「
弾
力
性
の
あ
る
筆
記
具
で

運
筆
に
お
け
る
筆
圧
の
変
化
や
手

指
の
上
下
動
を
体
感
さ
せ
る
」「
硬

筆
で
の
適
切
な
運
筆
の
習
慣
の
定

着
を
図
る
こ
と
が
目
的
」
「
筆
圧

を
一
定
に
保
っ
て
点
画
を
書
く
こ

と
や
、
字
形
を
整
え
て
書
く
こ
と

が
目
的
で
は
な
い
」
と
口
を
酸
っ

ぱ
く
し
て
い
る
▼
が
、
今
後
こ
の

「
水
書
用
筆
等
」を
め
ぐ
っ
て
は
、

学
校
現
場
で
は
書
塾
に
通
っ
て
い

る
子
供
と
い
な
い
子
供
の
受
け
止

め
方
に
差
が
出
る
こ
と
は
間
違
い

な
く
、
書
塾
で
も
「
学
校
の
先
生

の
言
う
こ
と
と
違
う
」
と
い
う
反

応
に
悩
む
こ
と
に
な
る
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
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美 術 新 聞美 術 新 聞 ������������ 令和元年（２０１９年）１２月１５日（第三種郵便物認可）（第三種郵便物認可）令和元年（２０１９年）１２月１５日

�
国
語
科
書
写
の
理
論
と
実
践
�
目
次�
全
�

総
論

―
文
字
を
書
く
こ
と
と
書
写
教
育
の
全
体
像
―

�

学
習
指
導
編

１

授
業
づ
く
り
の
要
点

（
１
）
授
業
づ
く
り
の
基
本
認
識

（
２
）
授
業
の
ね
ら
い
と
学
習
指
導
計
画

（
３
）
学
習
指
導
計
画
作
成
の
要
点

（
４
）
年
間
学
習
指
導
計
画

（
５
）
教
材
研
究

（
６
）
評
価

２

学
習
指
導
案
作
成
の
要
点

（
１
）
目
標

（
２
）
児
童
・
生
徒
観

（
３
）
教
材
観
・
指
導
観

（
４
）
指
導
過
程
・
指
導
方
法

（
５
）
評
価
方
法

（
６
）
学
習
指
導
案
作
成
の
手
順

３

授
業
づ
く
り
の
実
際

（
１
）
小
学
校
低
学
年
の
書
写
指
導
の
要
点

（
２
）
小
学
校
中
学
年
の
書
写
指
導
の
要
点

（
３
）
小
学
校
高
学
年
の
書
写
指
導
の
要
点

（
４
）
中
学
校
の
書
写
指
導
の
要
点

（
５
）
校
種
間
の
接
続

（
６
）
教
科
横
断
的
な
学
習
指
導

コ
ラ
ム

知
的
財
産
権

コ
ラ
ム

教
室
の
文
字
環
境

�

学
習
内
容
編

１

言
語
文
化
と
文
字
文
化

２

文
字
文
化
に
つ
い
て

―
学
習
指
導
要
領
よ
り
―

（
１
）「
文
字
そ
の
も
の
の
文
化
」
と
は

（
２
）「
文
字
を
書
く
こ
と
に
つ
い
て
の
文
化
」
と
は

３

日
本
語
表
記
に
用
い
る
文
字
の
歴
史

（
１
）
漢
字

（
２
）
平
仮
名

（
３
）
片
仮
名

４

書
写
に
お
け
る
字
体
と
字
形

―
文
字
の
正
し
さ
と
よ
り
よ
い
字
形
―

（
１
）
字
体
と
字
形
か
ら
生
じ
る
問
題

（
２
）
漢
字
指
導
と
書
写
指
導

―
正
し
さ
と
読
み
や
す
さ
等
の
理
解
―

（
３
）
手
書
き
の
字
形
の
多
様
さ

（
４
）
標
準
と
す
る
字
形
は
？

（
５
）
手
書
き
の
字
形
と
印
刷
用
の
字
形

５

筆
記
具
等
（
用
具
・
用
材
）
と
姿
勢
・
執
筆

（
１
）
筆
記
具
等
の
特
性

（
２
）
毛
筆
学
習
時
の
用
具
・
用
材
と
扱
い
方

（
３
）
姿
勢

（
４
）
筆
記
具
の
持
ち
方
（
執
筆
法
）

コ
ラ
ム

毛
筆
学
習
の
意
義
と
水
書
用
筆
を
使
用
し
た
運
筆
指
導

６

平
仮
名
・
片
仮
名

（
１
）
平
仮
名
指
導
の
基
本
的
な
考
え
方

（
２
）
楷
書
に
調
和
す
る
平
仮
名
の
字
形
と
筆
使
い

（
３
）
用
筆
別
に
見
た
楷
書
に
調
和
す
る
平
仮
名
の
点
画
と
筆
使
い

（
４
）
片
仮
名
指
導
の
基
本
的
な
考
え
方

○
楷
書
に
調
和
す
る
平
仮
名

○
楷
書
に
調
和
す
る
片
仮
名

７

楷
書

（
１
）
楷
書
の
特
徴

（
２
）
楷
書
の
基
本
的
な
点
画
と
書
き
方

（
３
）
字
形

○
筆
順

○
点
画
の
長
短
／
画
と
画
の
間

○
点
画
の
方
向

○
点
画
の
接
し
方

○
点
画
の
交
わ
り
方

コ
ラ
ム

（
１
）
骨
書
き
の
作
り
方
と
使
用
目
的

（
２
）
点
画
パ
ー
ツ
の
作
り
方
と
使
用
目
的

○
「
左
右
」
か
ら
成
る
文
字
の
組
立
て
方

○
「
上
下
」
か
ら
成
る
文
字
の
組
立
て
方

○
「
内
外
」
か
ら
成
る
文
字
の
組
立
て
方

○
文
字
の
大
き
さ
と
配
列
�１
楷
書
／
点
画
の
つ
な
が
り

コ
ラ
ム

板
書

コ
ラ
ム

書
く
速
さ

８

行
書

（
１
）
行
書
指
導
の
基
本
的
な
考
え
方

（
２
）
行
書
の
特
徴

○
点
画
の
丸
み
／
点
画
の
方
向
や
形
の
変
化
�１

○
点
画
の
丸
み
／
点
画
の
方
向
や
形
の
変
化
�２

○
点
画
の
連
続
�１
筆
脈
に
よ
る
連
続

○
点
画
の
連
続
�２
直
接
連
続

○
点
画
の
省
略

○
筆
順
の
変
化

○
行
書
に
調
和
す
る
仮
名

○
文
字
の
大
き
さ
と
配
列
�２
行
書

○
実
用
書
式

○
行
事
に
生
か
す
書
き
初
め
・
七
夕

コ
ラ
ム

書
き
初
め

�

資
料
編

小
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説

国
語
（
書
写
）

抄
録

中
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説

国
語
（
書
写
）

抄
録

高
等
学
校
学
習
指
導
要
領

芸
術
書
道
�

抄
録

高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説

国
語

抄
録

文
字
と
書
体
の
変
遷

漢
字
の
字
体
と
書
写
の
楷
書
（
許
容
さ
れ
る
書
き
方
）

学
年
別
漢
字
配
当
表

常
用
漢
字
表

平
仮
名
の
字
源

片
仮
名
の
字
源

楷
書
に
調
和
す
る
平
仮
名
・
片
仮
名

行
書
に
調
和
す
る
平
仮
名
・
片
仮
名

筆
順
の
原
則

美
術
新
聞
社
／
萱
原

書
房
は
こ
の
ほ
ど
、「
逝

世
５０
周
年
記
念
・
于
右

任
回
顧
展
」
で
、
日
本

初
公
開
の
優
作
八
四
点

に
、
台
湾
の
張
炳
煌
教

授
に
よ
る
「
于
右
任
の

人
と
書
」
と
題
す
る
解

説
や
、
詳
細
年
表
、
資

料
な
ど
を
収
録
し
た
オ

ー
ル
カ
ラ
ー
の
初
の
本

格
作
品
集
『
当
代
の
草

聖
・
于
右
任
の
書
』
を

刊
行
致
し
ま
し
た
。

同
書
は
、
Ａ
４
判
一

二
八
頁
、
上
製
本
。
定

価
は
税
込
二
、
二
四
一

円
（
送
料
四
一
〇
円
）

で
す
。

�kayahara@kayahara.com�http:// kayahara.com/

TEL ０３―３４６２―５２５１FAX ０３―３４６４―８５２１
振替：００１５０―５―２１０７３／〒１５０―００３１東京都渋谷区桜丘町２９―３５ 美術新聞社内

�
国国
語語
科科
書書
写写
のの
理理
論論
とと
実実
践践
�新新
刊刊
案案
内内
パパ
ンン
フフ
かか
らら

洒脱な書美、一途な書学、清冽な思想��。昭和初期、書に清新なヴィジョンを
かわ たにしょうてい

打ち立てた男がいる。その名は、川谷尚亭。師友との心温まる交流のもと、書家

として高みを目指し、熱く生きた。４８歳で早逝した川谷尚亭の全貌がいま、ここに

明かされる。未公刊資料『尚亭日誌』も一部公開。

〒１５０―００３１ 東京・渋谷区桜丘町２９―３５
ＴＥＬ０３（３４６２）５２５１・ＦＡＸ０３（３４６４）８５２１発行�書道ジャーナル／発売�萱原書房

第一章 概説	尚亭の人と仕事 ９

第二章 東京時代〈大正７～１２年〉 ２３

第三章 大阪時代・前期〈大正１３～１５年〉 ８５

第四章 大阪時代・中期〈昭和２～４年〉 １４１

第五章 大阪時代・後期〈昭和５～８年〉 １９９

第六章 尚亭の書とその魅力 ２５５

Ａ５判 ２９９頁 上製本
定価：本体３，２００円＋税（送料３５０円）小野寺 啓治著

書家・川谷尚亭の生涯
鍾
明
善
著
／
中
村
伸
夫
訳
・
萱
原
晋
補
訂
／
Ａ
５
・
各
九
�
�
円

＋
税�
〒
２００
円
�／
セ
�
ト
六
、�
�
�
円
＋
税�
〒
込
��

�
中
国
書
法
史
��１
�
�７
＋

年
表

地
図

第
６
回
配
本
・
第
２
巻
１
月
発
売
�

創
刊
セ
�
ト
価
格
は
来
春
迄
適
用
�
●
申
し
込
み
は
、
美
術
新
聞
社
へ

逝世５０周年記念・于右任回顧展／開催記念作品集
う ゆう じん

『当代の草聖・于右任の書』

��美術新聞社は�株萱原書房の屋号です��

萱原書房

編
集
委
員

（
＊
委
員
長
）

有
岡

崖

石
飛

博
光

江
口

大
象

＊

萱

原

晋

萱
原

大
史

杭
迫

柏
樹

朱

文

清

鈴
木

春
朝

張

炳

煌

張

誉

騰

（
５０
音
順
）

『当代の草聖・于右任の書』の表紙


